
　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
楢
津
）
が
、

津
波
被
害
の
復
興
支
援
に
か
か
わ

っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ

エ
州
（
ス
マ
ト
ラ
賜
）
で
、
そ
の

補
佐
役
的
活
動
を
し
て
い
る
現
地

の
学
生
た
ち
が
い
た
。
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ

　
（
ア
ム
サ
目
ア
ジ
ア
医
学
生
連
絡

協
議
会
）
の
メ
ン
バ
ー
だ
。

　
州
都
バ
ン
ダ
ア
チ
エ
の
中
高
一

貴
校
で
、
活
動
の
一
端
を
の
ぞ
い

た
。
教
室
に
居
並
ぶ
高
校
生
が
約

百
六
十
人
。
そ
の
真
剣
な
ま
な
ざ

し
を
受
け
て
、
メ
ン
バ
ー
の
医
学

生
男
女
Ｅ
十
人
ほ
ど
が
、
マ
ネ
キ

ン
を
使
っ
て
人
工
呼
吸
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を
教
え
て

い
た
。

　
「
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
で
や
っ
て

み
て
」
　
「
リ
ズ
ム
に
注
意
し
て
」

　
気
道
確
保
や
胸
を
圧
迫
す
る
場

所
の
探
し
方
、
呼
吸
の
確
認
な
ど
、

基
本
的
な
事
柄
の
説
明
が
あ
っ
た

後
、
高
校
生
が
実
際
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
。

こ
の
学
校
は
津
波
被
災
時
、
寄
る
バ

ば
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
伝
侭
た
る
思
い
の
中
か
ら
出

て
き
た
学
習
ニ
ー
ズ
。
そ
れ
に
応

え
て
実
施
し
て
い
る
緊
急
時
対
応

訓
練
だ
。
一
帯
の
学
校
は
類
似
例

を
抱
え
て
い
る
の
で
、
訓
練
の
要

請
は
多
く
、
メ
ン
バ
ー
は
一
枚
に

つ
き
二
回
は
行
う
こ
と
に
し
て
い

―原

　
　
　
　
年
二
回
、
国
際
会
議
で
交
流
を
　
津
波
被
災
直
後
の
緊
急
支
援
で

　
゛
　
’
深
め
て
い
る
。
会
議
は
多
く
集
も
活
躍
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部

点
　
　
　
ま
る
夏
場
、
四
百
人
ほ
ど
を
数
な
ど
の
要
請
を
受
け
て
、
学
生

　
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
・
え
る
。

の
菅
波
茂
宝
九
）
が
一
九
八
〇
年
、
　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
の
中
心

結
成
に
尽
力
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
発
足
　
を
担
う
の
は
、
同
国
の
Ａ
Ｍ
Ｄ

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
彼
の
活
動
Ａ
支
部
長
フ
ス
ニ
・
タ
ン
ラ

の
原
点
と
も
い
え
る
医
学
生
組
織
　
（
六
二
）
が
教
授
を
し
て
い
る
マ
カ

だ
が
、
ア
ジ
ア
の
保
健
向
上
を
目
　
ッ
サ
ル
（
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
）
の

指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

現
在
、
日
本
を
含
め
、
十
力
国
・

地
域
に
支
部
を
持
っ
て
活
動
、
毎

ハ
ッ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
医
学
部
。

こ
こ
の
学
生
だ
け
で
約
二
百
人

の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
。
当
然
、

高校生の真剣なまなざしを受けながら、緊

急時対応訓練を行うＡＭＳＡの男女医学生
(奥の二人)－インドネシア・バンダアチェ

メ
ン
バ
ー
が
ア
チ
ェ
州
に
赴
い

て
、
医
師
の
補
助
な
ど
で
そ
の

専
門
性
を
発
揮
し
た
。

　
緊
急
救
援
終
了
後
は
、
バ
ン

ダ
ア
チ
ェ
の
大
学
医
学
部
に
Ａ

Ｍ
Ｓ
Ａ
が
発
足
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
復
興

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
、

学
校
の
緊
急
時
対
応
訓
練
な

ど
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け

だ
。

　
災
害
現
場
で
の
活
動
は
、
若

者
の
純
粋
な
心
を
刺
激
し
も
す

る
。
女
子
学
生
チ
ュ
こ
フ
イ
ラ

・
フ
ァ
ウ
ジ
ア
（
ニ
ニ
）
は
言
っ
た
。

　
「
個
人
の
病
院
を
建
て
て
、
お

金
を
も
う
け
る
こ
と
に
興
味
は

な
い
。
医
者
に
な
っ
て
、
私
を

必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
る
な

ら
、
ど
こ
へ
で
も
行
く
わ
」

　
　
大
　
　
学
　
院

　
苛
波
は
、
こ
う
し
た
学
生
や

活
動
支
え
る
大
学
、
学
生

大
学
と
の
つ
な
が
り
を
と
り
わ

け
重
視
し
て
い
る
。
国
内
で
は
、

大
阪
大
大
学
院
国
際
公
共
政
策

研
究
科
と
の
関
係
が
一
つ
の
典

型
例
だ
。
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る
人
材
育
成
を
目
指
す
こ
の

研
究
科
で
、
星
野
俊
也
教
授
と

提
携
、
こ
れ
ま
で
も
院
生
や
卒

業
生
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ケ
ニ
ア

の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
へ

送
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
既

述
の
と
お
り
ア
チ
ェ
州
復
興
支

援
現
場
の
現
地
事
業
統
括
金
山

夏
子
（
二
九
）
も
ま
た
、
現
役
の
同

大
院
生
だ
。

　
大
学
の
重
要
度
は
、
被
災
地

で
活
動
す
る
人
材
の
面
だ
け
で

は
な
い
。

　
　
「
被
災
地
支
援
は
一
時
的
に

は
燃
え
る
が
、
風
化
し
て
い
く

危
険
性
が
あ
る
。
大
学
は
、
私

た
ち
の
成
果
を
政
策
提
言
と
し

て
世
の
中
に
出
し
て
く
れ
る
能

力
か
お
る
。
貴
重
な
経
験
や
知

識
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

大
学
と
の
連
携
は
今
後
、
さ
ら

に
重
要
に
な
る
」

　
苛
波
の
実
践
で
得
た
実
感

だ
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
駱
）

ＡＭＤＡ⑥ＯＯＯわれらＮＧＯ
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